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研究成果の概要（和文） ： 
本研究では，行動計測機器「デジタルペン」を用いて，幼児の書字・描画活動のプロセスとそ 
の発達過程を明らかにすることを目的とした。本研究の結果， 「なぐり描き」を含む幼児期の描 
画活動は学童期に必要とされる書字能力の発達と連続的な関係にあることが示唆され，また， 
描画研究を行うにあたって，これまでのように完成された絵画（何を描いたのか）を分析する 
ばかりでなく，「どのように描いたのか」というプロセスを分析することによって，新たな知見 
を得られることが示された。 

研究成果の概要（英文）： 
This research was conducted in order to investigate the developmental changes in 
children’s drawing and writing activities from the scribbling stage, and the 
developmental continuities between drawing and writing. The high technology interface 
device, the Anoto system (digital pen and paper) was used, which converts handwritten 
analog information created by the pen and paper into digital data and stores it in its 
built-in memory. 
The results revealed that developmental changes and continuities were found in 
children’s drawing and writing activities, which implies the importance of examining 
the drawing/writing processes, as well as children's drawings and writings finished. 

交付決定額 
（金額単位：円） 

直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
2009 年度 900,000 270,000 1,170,000 
2010 年度 306,204 91,861 398,065 
2011 年度 700,000 210,000 910,000 

年度 

総 計 3,106,204 931,861 4,038,065 

研究分野：心理学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：描画・書字・幼児・デジタルペン 

１．研究開始当初の背景 

これまでの心理学における「描画」は，対象 
者の内的世界を投影するものとして（例：バ 
ウムテストなど） ，または知能検査の手段と 

して（例：グッドイナフ人物画検査など）扱 
われてきた。そのため何らかの象徴的意味を 
持つ描画のみが分析対象となり，最も初期段 
階である「なぐり描き」に関する詳細なデー 
タは提示されていないのが現状である。 
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しかし，およそ３歳齢以下の時期に盛んに産 
出される「なぐり描き」は，それに続く描画 
活動，さらには書字活動の重要な準備段階で 
あると推測され，子どもの描画活動における 
発達的変化の過程を「なぐり描き期」から解 
明することは重要であると考えられる。 
また，子どもが幾何図形を描く順序には規則 
性があることが知られている（Goodnow, 
1977）。具体的には，一筆書きで描こうとす 
る，時計回りに円を描く，左側から描く，な 
どがあげられる。この規則性は書字の際の基 
本的な規則と異なる場合があるため，子ども 
の鏡文字などのエラーの原因となる可能性 
があることが指摘されている（Goodnow & 
Levine, 1973)。すなわち書字・描画に関し 
ては，完成された文字や絵の分析だけではな 
く，書字・描画のプロセスそのものの分析が 
必要なのである。 

２．研究の目的 
そこで本研究では，幼児の描画に関して「な 
ぐり描き期」からその発達過程を明らかにす 
ることを目的とした。また，発達初期段階に 
おける描画の‘プロセス’ ，すなわち筆運の 
順序やスピード，制御のしかた等に注目し， 
それらと書字能力との関連，およびその発達 
的変化を調べることを目的とした。 

３．研究の方法 
(１) 研究対象児 
保育施設に通う２－６歳児（各３０名，計１ 
５０名）に協力を依頼した。 
(２) 手続き 
実験者が実験用具（デジタルペン，専用ノー 
トなど）を持参して研究対象児が通う保育施 
設を訪問し，施設内の１室にて実験を行った。 
実施内容は，おもに以下の 4点である。 
自由画 
ひらがな書字，ひらがな模写（３－６歳児の 
み） 
DAM 人物画検査（３－６歳児のみ） 
幾何学図形の模写（３歳児）または BGT ベン 
ダーゲシュタルトテスト（４－６歳児） 
さらに，なぐり描きの縦断的データとして１ 
８ヵ月齢（開始当時）の女児２名に対し，１ 
か月に１，２回の頻度で自由画のデータを継 
続的に収集した。 

(３) 材料：デジタルペンについて 
対象児の書字・描画課題には，筆記用具とし 
て 行 動 計 測 機 器 「 デ ジ タ ル ペ ン 」 
（NokiaSU1B/AnotoDP201）を用いた（図１参 
照） 。 これは子どもが絵画を描く速度， 筆圧， 
軌跡のストローク情報を瞬時に測定し，電子 
データとしてパソコンに保存することがで 
きる，子どもにも持ちやすい自然な使用感の 
ペンである。 

【図１ デジタルペンとその構造】 

さらに，描画解析ソフト‘Elian’ （Seldage 
製）を併用することによって，従来の行動観 
察法や完成した絵画の分析のみでは測定が 
困難な筆圧，速度，ストロークの数・長さ・ 
順序を記録し，軌跡を PC 画面上で繰り返し 
再生することを可能にした。これによって， 
線分の始点と終点での筆圧・筆速の制御のし 
かた，各線分の布置のしかた等，書字・描画 
のプロセスをダイナミックにデータ化でき 
る。また， DAM 人物画検査，レイの複雑図形 
課題に関してはElianによるコンピュータ自 
動診断が可能であり，それぞれの描画の速度， 
筆圧，ストローク数，描画の大きさ，用紙の 
中での位置関係などの情報について，平均的 
データからの逸脱を速やかに検出したり，グ 
ラフやチャートによる可視化を行うことが 
できる（分析例については図２参照）。 

【図２ 描画解析ソフトElianを用いたデジ 
タルペンによる描画の解析例（左：DAL 課題 
における時系列的筆速データ，右：グッドイ 
ナフ人物画知能検査の自動診断分析例】 

４．研究成果 
なぐり描きの縦断データ（２０-２５ヵ月齢） 
に関して， Elian を用いて分析を行った結果， 
描画のストローク数に増減は見られないも 
のの，その質的変化として，直線からまとま 
りを持つ螺旋形の描画が多くなる傾向がみ 
られた。またその螺旋の方向は月齢が上がる 
につれて右回りになることが多かった 
（Goodnow, 1977 参照） 。さらに月齢が上がり 
描画の形にまとまりが生じるのに伴い，線分 
の末尾で筆圧を制御する，ストロークとスト 
ロークの間で休止時間が増加する，ストロー 
クサイズが減少する，スピードが減少するな 
どの傾向が見られた。 
これまで看過されがちであった「なぐり描 
き」に関して，その描画プロセスを詳細に分 
析することによって，たとえば表記知識の領



域固有性に関する問題(Brenneman, et al., 
1996）等，発達心理学的に意義のあるデータ 
を提示できる可能性が示唆される。今後も， 
対象児らを継続的に追跡調査し，なぐり描き 
から象徴的意味を持つ描画への変化に伴う 
筆運動作のプロセスにおける発達的変化，書 
字活動との関連等の分析を行う。 
また，保育施設にて収集された横断的データ 
の結果より，幼児の描画における筆圧・筆速 
のコントロールや描き順のあり方が，鏡文字 
などのひらがな書字エラー，描画による発達 
検査（ベンダーゲシュタルトテスト（BGT） ・ 
グッドイナフ人物画知能検査（DAM））の成績 
と関連していることを見出した。たとえばひ 
らがな書字に関して，描画の中での「○」の 
描き順，始点，筆圧・筆速制御のスキルが， 
「の」 ・ 「ま」など閉じた円を含むひらがなの 
書き方にも影響していたのである。ひらが 
な・カタカナ・漢字を含む日本の文字はアル 
ファベットに比べて画数が多く，複数の短い 
線分から成り立っている。そのため書字を行 
う際には，筆運の動作を制御して始点，終点 
を明確にした線分を多く描く必要がある。そ 
のような線分の始点と終点における筆圧・筆 
速の制御，縦・横・斜めの線分を適切な長さ 
で描き適切な場所に布置する能力（ストロー 
ク単位の構造化）は，書字学習の前段階に描 
画のなかで培われるのであろう。 
描画による発達検査であるベンダーゲシュ 
タルトテストに関して，4.5 歳～6.5 歳児 64 
名（4歳児 11名・5歳児 23名・6歳児 30名） 
の結果について，コピッツ法による採点(0-4 
点) と同時に，解析ソフト Elian による分析 
を行った。図形 A・図形Ⅳ（図３参照）はと 
もに，２種類の幾何学図形を視写する際に 1 
か所の接点を設けて布置する必要があり，文 
字を書く際にも必要であると考えられる精 
緻な筆運制御が求められるという点で共通 
点がある。 

【図３ BGT 図形 A（左）と図形Ⅳ（右） 】 

その結果，ストロークスピードに関して，得 
点が低い（=正しく模写できている）対象児 
は円や弧線をゆっくり描き，方形は素早く描 
く等の特徴がみられた（図４参照） 。また， 
図形を正しく模写できている児は，そうでな 
い児に比べて 1つ目の図形に接して2つ目の 
図形を描き始める傾向が見られた（２つの図 
形をより正確に布置することができると考 
えられる）。今後は，描画における筆運のコ 
ントロールと書字能力との関連について，ひ 

らがな視写に関するデータをもとにさらな 
る分析を行う予定である。 
本研究より，発達検査においては，完成され 
た描画だけではなくそのプロセスを分析す 
ることによって，対象児の発達に関して採点 
結果以上の情報が得られる可能性が示唆さ 
れた。今後，BGT や DAM 人物画知能検査など 
の発達検査に関してデジタルペンを用いた 
分析を行うことは大いに意義があるといえ 
るだろう。 
また，本研究の一環として高林（2011）は， 
言語教示に応じて意図的にゆっくり線を描 
かせる DAL（Draw A Line slowly）テスト 
（Maccoby, et al., 1966）についてデジタ 
ルペンを用いて幼児 87 名に実施し，言語教 
示に基づく幼児の筆運制御の特徴（線を描く 
際の速度の変動パターン，所要時間等）の発 
達的変化について行動調整機能の観点から 
検討した。 
行動調整機能に関する先駆的研究としては， 
Luria（1969）のバルブ把握課題がよく知ら 
れている。この課題ではバルブ把握の際のバ 
ルブから手への触覚的求心作用（握ることを 
誘発する衝動）を言語教示に基づいて抑制す 
る必要があるが，筆運制御を求める書字・描 
画課題は，線を描く際の鉛筆と紙の間の抵抗 
によって生じる触覚的求心作用を抑制する 
課題として，バルブ把握課題と構造的に同一 
であると考えられる（別府，1987）。 本研 
究は，幼児の行動調整機能に関する発達研究 
において，デジタルペンによる筆運制御デー 
タが有力な手がかりとなる可能性を示唆し 
たともいえる。 

【図４ BGT 得点別に見た図形 A および図形 
Ⅳにおける各要素描画時のストロークスピ 
ード】 
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